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主 な 内 容  事 業 の 柱 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

  

９   

別紙１ 

コロナ特例貸付者へのフォローアップ支援事業の実施 

       （在宅サポート課 在宅サポート係） 

●新型コロナの影響により経済的ダメージを受け、当時社協による生活資金の貸付

を行ったもののいまだ償還ができていない世帯に対し、その後の生活状況につ

いてアンケート調査を実施します。その回答有無および内容により、金銭面以外

にも生活課題や孤立を抱えていないか等を把握するとともに、現状に合った手続

き案内や効果的な相談支援を行います。 

５ 

６ 

１ 

２ 

７ 

４ 

３ 

権利擁護支援の「中核機関」受託運営【新規】 

（在宅サポート課 成年後見センター） 

●千代田区において成年後見制度をはじめとした権利擁護を推進する「中核

機関」としての業務を受託します。 

千代田区と連携し、権利擁護支援の中核機関として、「広報」、「相談・発見」、

「権利擁護推進」、「後見人等支援」の 4 つの重点項目を強化していきます。 

●支援関係者が対応に苦慮しているケース等について、専門職等も含め、本

人の権利擁護を図る上での支援方針を検討する場として、「検討支援会

議」を定例化して実施します。 

●地域に関わる様々な人々が、権利擁護支援の重要性を理解し、成年後見セ

ンターの役割を十分理解することによって、早期発見、早期相談につなが

るよう、「地域連携ネットワーク協議会」を設置し連携を図ります。 

ちよだ社協 令和 6年度 事業計画の概要（指定管理事業） 
資料２（別紙） 

「検討支援会議」及び「地域連携ネットワーク協議

会」の設置【新規】 

（在宅サポート課 成年後見センター） 

 

ボランティア活動の理解とすそ野を広げる取り組み強化 

  （地域サポート課 地域サポート係）

災害時に備えたつながりづくりの強化 

 （地域サポート課 地域サポート係）

●学校での福祉出張講座の機会を拡大し、企業での多様な働き方に対応したボラ

ンティア活動の提案、SNS を活用した情報発信など、特に若年層に向けてボラン

ティア理解を深め、活動者のすそ野を広げる取り組みを強化します。 

●災害時に行政や 多様な団体と連携協力できるよう、平時からの顔の見える関係

づくり構築を目指し、ちよだモデルネットワーク（CMN）の周知に努めるほか、首都

直下型地震等の大規模災害に重点を置いた災害学習会を開催します。 

●災害時に社協が立ち上げる支援拠点のイメージを、平時から区民とも共有するた

めに、区民参加型の災害ボランティアセンター開設・運営訓練を強化します。 

居場所づくりと担い手の育成(神田地域の拠点づくり) 

    （地域サポート課  アキバ分室） 

住民主体の支え合い活動による新しい形の地域連携 

（地域サポート課  アキバ分室） 

８ 

■基本理念 

みんなが参加し ささえ合うまちづくり 

■基本方針（「はあとプラン」活動目標） 

1 誰ひとり取り残さない地域社会づくり 

2 身近な圏域における多様な活動の創出 

3 地域共生社会の実現 

基本的な考え方 

 

昨今社会問題として取り上げられている 8050

問題を始め、ダブルケアやヤングケアラーの増

加、若者のひきこもりや子どもの貧困等を含む

複雑多様な福祉課題を解決するために、区は令

和 6年度、公的なサービスと住民や民間団体等が

進めるサービス、その他の社会資源を組み合わせ

ながら問題解決にあたるための調整役となるコミュニ

ティソーシャルワーカーを配置することとし、本会が

その業務を受託する予定です。このコミュニティソー

シャルワーク事業の開始により、本会はこれまで以

上に積極的に地域福祉の推進を中核的に担ってい

きます。 

また、「成年後見制度の利用の促進に関する法

律」に基づき、千代田区でも令和６年度より本会

の成年後見センターを区の「中核機関」として位

置づけ、区と一体となって成年後見制度の利用

促進を図ることになりました。 

このような動きに見られるように、社会福祉

法上「地域福祉の推進を図ることを目的とした

団体」として社会福祉協議会への期待がますま

す高まる中、具体的な成果も問われています。 

令和６年度、千代田区社会福祉協議会は下記

「基本理念」および「はあとプラン」に掲げる４

つの「基本方針」に基づき、千代田区における地

域福祉活動を進めていきます。 

■基本理念 

みんなが参加し ささえ合うまちづくり 

■基本方針（「はあとプラン」活動目標） 

１ 誰ひとり取り残さない地域社会づくり 

２ 身近な圏域における多様な活動の創出 

３ 地域共生社会の実現 

４ 組織体制の整備と財政基盤の強化 

コミュニティソーシャルワーク事業の受託【新規】 

多様な福祉課題への対応と地域の福祉力向上にむけた

支援          

 （地域サポート課 地域サポート係） 

住民のたすけあい事業における支援会員増強と、関係

機関との連携強化 

  （在宅サポート課 在宅サポート係） 

●地域共生社会実現に向け、全職員地区担当制を活かし、多くの生きづらさを抱え

る区民等の相談など福祉課題を受け止め、多機関との連携のもと整理し、課題解

決に向けた取り組みを行います。 

●地域課題を区民・関係機関・行政と共有し、様々な資源やネットワークを活用しな

がら、つながりづくりや地域福祉活動の推進を行い、「支え手」「受け手」という関

係を超えて、区民の活躍の場づくりを支援します。 

●困りごとのニーズに合わせ、支援者をコーディネートするしくみについて、学生や

シニア世代を対象に広く周知し、マッチング件数の増加を図ります。特にファミリ

ーサポートセンター事業では学生を対象とした準支援会員を増強します。 

●複雑多様な生活課題を抱える世帯が増加しており、ケースによっては世帯全体

を支援対象と捉え、関係機関とより密に連携した対応を行います。 

●コミュニティソーシャルワーク事業における神田地域の拠点をめざします。 

アウトリーチをふまえた仕組みづくりをする際に不可欠なのが住民の力です。これ 

までアキバ分室事業に参加していた住民含め、自らが主体となり、居場所づくりや

担い手になれるよう、学習会の実施のほか、活動しやすい仕組みを創出します。 

●「食」というツールを活用した居場所づくりの定着を図ります。住民のみならず、在 

勤者・在学者が多いという千代田区の地域特性を活かした見守り体制を構築し 

ていきます。 
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ちよだ社協 令和 6年度 事業計画（案）の概要（社会福祉事業区分） 

介護予防・フレイル予防事業の拡充 

 

（いきがいサポート課 高齢者活動センター） 

 

日常生活圏域（小地域）ごとでの多世代交流事業の 

実施と若い世代の多世代交流事業参加の促進 

 

（いきがいサポート課 多世代交流担当） 

 

●トレーニングマシンやスポット体操等に加え、かがやき大学でのウォーキング、筋

力低下予防、認知症、口腔ケア等をテーマにしたフレイル予防プログラムの充実も

図ります。また、シルバートレーニングスタジオ事業との連携を強化し、早期予防の

視点を重視した取り組みを行います。 

 

●出張所地区単位等の日常生活圏域（小地域）ごとで、地域の学校、団体等と協

働し、食育やワークショップ等参加しやすいプログラムを実施し、多様な世代の参

加促進をすすめていきます。 

●地域の課題共有、食を通じた孤独・孤立防止の取り組みを他拠点と連携して行

い、その取り組みの中で、区内中学校、高校、大学等若い世代との関わりを広

げ、福祉への理解やボランティア活動への参加につなげます。 

介護保険法改正にともなう介護・福祉・医療職向けの研

修の拡充と認知症ケアに関わる人材の養成 

        

（いきがいサポート課 研修センター） 

●介護保険法の改正にともなう事業所職員の参加が必須となる研修の実施や、事

業所の課題となっているテーマの研修を実施します。 

●家族の抱える問題が複合化・複雑化する中では、多機関連携による支援が求め

られるため、研修を通じて、多様な職種が顔を合わせて、ともに学び、協議できる

場づくりを行い、研修内容の充実を図ります。 

 

14 

 

関係機関との連携による高齢者をサポートするボランテ

ィアの養成や高齢者の社会参加（つながり）のきっかけ

づくり  

（いきがいサポート課 研修センター） 

 

●高齢者をサポートするボランティアの養成や高齢者の社会参加・つながりづくりの

きっかけとなる講座を実施し、「自分にできること」から始められるボランティア活

動や地域活動への参加を促進します。 

●すでに地域で活動している地域リーダー向けの研修を実施し、活動していく上で

必要とされる知識や技術を学ぶ講座を開催し、スキルアップの機会をつくります。 

15 

 

地域活動、社会参加（つながりづくり）の促進 

 

（いきがいサポート課 高齢者活動センター） 

 

●高齢者が担い手となり、５階テラスや５階フリースペースを活用したガーデニング
や茶話会などを実施し、社会参加（つながりづくり）を促進します。 

●地域活動に関心をもってもらうきっかけづくり、栄養への意識づけを図るために、

かがやき大学等の講座の充実を図り、フレイル予防に必要とされる「栄養」、「運

動」、「社会参加」のに関連する事業を総合的に実施します。 

法人の収支バランスの適正化に向けた財政基盤の見

直し 

（総務課 総務係） 

●「はあとプラン」及び昨年度策定した「中期経営計画」に基づき、千代田区の地域

福祉推進を中核的に担う団体として、財源支援を含めた行政との連携をさらに強

化していくと同時に寄付金等の自主財源を増やすために、本会の活動を応援し

たくなるような広報・情報発信の方法を研究します。また、現在の会員制度の見

直し等に取組み、法人の適正運営化を図ります。 

別紙２（別紙） 

16 

 

更なる地域福祉の推進に向けた職員の増員と育成及び

法人運営における機能強化のための新部署の設置準備 

（総務課 総務係） 

●地域福祉推進に向けた新たな事業を区から受託するため職員を増員します。ま

た、本会と区が対等な関係で連携しながら地域福祉を推進するために、職員の任

用制度を区と同役職同級に改正します。さらに複雑多様な地域課題を解決するた

めの高い専門性も求められていることから、それに相応しい職員の育成と研修体系

の整備を図る他、ガバナンスを含めた法人運営の機能を強化するために新たな部

署の設置準備に取組みます。 
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※予算（案）の詳細については、別冊「令和６年度 事業計画・予算（案）」をご覧ください。  

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年度予算（当初） 

 

 

 

 

 

 

 
 

主な増減理由 
【収入について】 
＜増額＞ 

① 区補助金（2,685万円） 

○特別区人事委員会勧告に基づく、月例給の改定による増額 

○職員増員による増額 

② 受託金（区・東社協）（2,704万円） 

○区よりコミュニティソーシャルワーク事業受託のため増額 

○区より中核機関事業受託のための増額 

 

＜減額＞ 

① 会費・寄付等（１１９万円） 

○寄付金・活動賛助金の収入減による減額 

② 積立資産取崩収入（１,４７０万円） 

○定年退職該当者なしによる減額 

 

【支出について】 
＜増額＞ 

① 人件費（2，597万円） 

○特別区人事委員会勧告に基づく、月例給の改定による増額 

〇職員増員による増額 

〇職員任用制度改正に伴う役職の等級変更による増額 

② 法人運営事業費（362万円） 

○広報誌（ちよだ社協）の全戸配布に伴う委託費の増額 

○本会ホームページのリニューアルに伴う委託費の増額 

③ 地域福祉推進事業費（545万円） 

○コミュニティソーシャルワーク事業受託による増額 

○シルバートレーニングスタジオ事業の時間数増による事務経費の増額 

④ 退職金等積立金（266万円） 

○職員任用制度改正に伴う役職の等級変更による増額 

〇職員増員による増額 

 

＜減額＞ 

① ボランティア活動推進事業費（632万円） 

○CD・点訳サービス事業廃止による減額 

○人件費を別途補助金に計上したための減額 

② 成年後見推進事業費（103万円） 

○区民後見人養成講座を実施しないための減額 

 

前年比 3,533 万円（6.1％）増額 

令和 5年度予算 

 

 

 

 

 

 

 
 

支出 
6 億 3,387 万円 

収入 
5 億 7,633 万円 

前年比   3,159 万円（4.9%）増額 

収支差額 ▲5,380 万円 

区補助金 
2億 9,371万円 

受託金（区・東社協） 
2億 2,949万円 

会費・寄付等 
862万円 

利用料・参加費 
負担金 

1,561万円 

共同募金等 
617万円 

積立資産取崩収入 
1,470万円 

区分間繰入収入 
245万円 

雑収入・利息・
その他 

328万円 

人件費 

 3億 8,396万円 

地域福祉 
推進事業費 
7,046万円 

共同募金事業費 
488万円 

ボランティア活動 
推進事業費 
2,183万円 

退職金等積立金 
943万円 

成年後見 
推進事業費 
1,259万円 

研修センター 

事業費 

1,225万円 

 

収入 
6 億 1,166 万円 

支出 
6 億 6,546 万円 

区補助金 
3億 2,056万円 

受託金（区・東社協） 
2億 5,653万円 

会費・寄付等 
743万円 

利用料・参加費 
負担金 
    1,546万円 

共同募金等 
559万円 

区分間繰入収入 
160万円 

 

人件費 

 4億 993万円 

地域福祉 
推進事業費 
7,591万円 

共同募金事業費 
477万円 

ボランティア活動 
推進事業費 

1,551万円 

退職金等積立金 
1,209万円 

予備費 
750万円 

雑収入・利息・
その他 
219万円 

成年後見 
推進事業費 
1,156万円 

研修センター 

事業費 

1,225万円 

予備費 
750万円 

令和 5 年度収支差額 ▲5,754 万円 

法人運営 
事業費 

5,704万円 

固定資産売却収入 
230万円 

ちよだ社協 令和６年度 当初予算（案）の概要（社会福祉事業区分） 別紙２（別紙） 

固定資産売却収入 
230万円 

援護事業費 
 596万円 

固定資産取得支出 
20万円 

援護事業費 
 604万円 

法人運営 
事業費 

5,342万円 

固定資産取得支出 
20万円 

高齢者活動センター事業

費（多世代交流、維持管

理・総合業務含む） 

5,131万円 

 

高齢者活動センター事業

費（多世代交流、維持管

理・総合業務含む） 

5,274万円 

 


